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焚き火を囲む、新しいビジネス合宿施設

「TAKIVIVA（タキビバ）」グランドオープン
「TAKIBIcation（タキビケーション）」提供開始

オンライン記者発表会



2020年9月開業 焚き火を囲む、新しいビジネス合宿施設

風土改革のスコラ・コンサルトと「スウィートグラス」運営のきたもっく

TAKIBIcation / TAKIVIVA
報道関係者向け内覧会

2020.09.03
＠北軽井沢TAKIVIVA(タキビバ)
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２５年で、一本ずつ植えた木は大きく成長し、
荒涼の大地は、年間１０万人が集う居心地のよい場を創りあげてきました









“家族”が
再生するための

場づくり





“目的をもった集団”が
その活力を
再生するための場づくり



ゆらぐ炎を囲みながら

“本音で”
話したくなる場



場づくり
対話

プロセス
×



株式会社 スコラ・コンサルト

新事業「TAKIBIcation」

オンライン記者発表会

2020/09/03

株式会社スコラ・コンサルト
代表取締役 辰巳和正



スコラ・コンサルトは、

組織風土改革コンサルの

パイオニアです

・創業：1986年

・特徴：オフサイトミーティング・プロセスデザイン

・実績： 1,000社以上のコンサルティング

150,000回以上のオフサイトミーティング
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本音で話し合う

役割立場を超えて
本音で話し合い
聞きあうこと
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１.プロセス

前工程
（意味・腹落ち）

本工程
（話合いプロセス）

後工程
（仕事へのつなぎ）

役割立場を超えて
本音で話し合い
聞きあうこと

本音で話す「こだわる」ポイント

本音で話し合う
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プロセスの詳細・大事な理由

前工程
事前準備

後工程
事後フォロー

本工程
話し合いの場

忙しいのに
なんのために

行くの？

いつもの会議と
何が違うの？

話し合って何か
変わったの？

しっかり準備
参加者が納得して

参加する

会議ではない本音
で話し合うために

必要な進め方

会社や仕事に具体
的な変化が起きて

いる

目指す状態 目指す状態 目指す状態
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１.プロセス

前工程
（意味・腹落ち）

本工程
（話合いプロセス）

後工程
（仕事へのつなぎ）

役割立場を超えて
本音で話し合い
聞きあうこと

本音で話す「こだわる」ポイント

本音で話し合う
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１.プロセス ２.場所・環境

前工程
（意味・腹落ち）

本工程
（話合いプロセス）

後工程
（仕事へのつなぎ）

オフサイト・
ミーティング

⇒職場を離れる

２つの条件
安心とゆらぎ

役割立場を超えて
本音で話し合い
聞きあうこと

本音で話す「こだわる」ポイント

本音で話し合う
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場所に求める2つの条件

開放感がある
自然がゆたか

一人で考える
少人数で考える

本音で話せる安心感 前提や今までの社内常識をゆらがす

本音で話し合う

安 心 ゆらぎ
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Sweet Glass TAKIVIVA
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本音で話し合う

本音で話し合いたくなる

１.プロセス ２.場所・環境



22©Scholar Consult Co.

《参考資料》プロセス失敗あるある

【腹落ち】前工程
参加者にやらされ感がある（やる気がない、面倒くさい）
→やっても効果が出にくい、アウトプットの質が上がらない

【プログラム】本工程
・結局いつもの会議と同じ構図になってしまう
→自由な意見が出ないので会議室でやるのと変わらない

【進行・ファシリーション】本工程
・進行管理やファシリテーションがうまくできない
→進行がまごつき時間を浪費する、会議の質も上がらない

【結果を実務に活かす】後工程
・合宿がオンサイト（通常業務）つながってない
→業務に反映されない（話せて盛り上がったけどそれで終わり）
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対立・足の引っ張り合い 相互不信

《参考資料》対話の４象限（プロセス）



TAKIVIVAの根っこ

地域エネルギー
の

“循環”



炊火食房
地産エネルギーを体感しての協働作業で、

他者を感じる場



炎舞台＆火野間
様々な“焚火”を体感し、
他者理解をすすめる場



シェルター
穏やかな空間で相互理解（離合）を深め、

内省する場



密閉しない

野外空間

焚火は空気の流れない
密閉空間ではできませ
ん。火を焚くと自然な上
昇気流が生まれるから、
ウィルスも風に乗って空
へ。

密接しない

自然な距離感

焚火を介することで互い
の密接を防ぎます。真
向かいで座りあっても、
間に焚火があれば２mほ
どの距離が自然に保て
ます。

密集しない

広々敷地

タキビバの敷地は広く、限
られた人数の貸切施設で
す。不特定多数の出入り
がなく、人の流れや密度
をコントロールできます。

TAKIVIVA（タキビバ）には、「３密」を防ぐ仕組みが備わっています

焚火ディスタンス



内省
による自己理解

未来創造
相互信頼

互いを尊重し認め合う関係性
（本音で話せる関係性）

共感
による他者理解

TAKIVIVA
自然／離合／協働

The future is in nature.



https://takiviva.net/

〒377-1412 
群馬県吾妻郡長野原町北軽井沢1990-5647

お問い合わせ

有限会社きたもっく （担当：土屋）

0279-84-6633 / takiviva@kitamoc.com

・ 開業日： 2020年9月1日

・ 敷地面積： 約10,000㎡（3,300坪）

・ 最大宿泊者数： 40名

・ 最大施設利用者数： 80名

・ 宿泊費用： 25,000円／人（一泊二日二食付 税別）

※基本プランの場合（一棟貸しのため詳細は個別にお見積り致します）
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「TAKIBIcation」

サポート内容について
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サポートの前提となる考え方

重要

外せないポイント

TAKIBIcationのサポート内容

プロセスデザインによる

コンサルティング
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サービスの進め方

①目的・ゴールの言語化
参加メンバーへの共有

②プログラムの提案
（プロセスづくり）

③ファシリテーションの
ノウハウ・スキルの提供

※オプション

①WEB相談デスク開設

②ファシリテーション支援

①振り返り支援
（アンケートの実施等）

②今後に向けての
作戦ミーティング

③変革のナレッジ提供

前工程
事前準備

後工程
事後フォロー

本工程
当日のサポート

合宿前の１～２ヶ月
WEB会議・メール

1泊～2泊
WEB会議もしくは現地で支援

合宿終了後1ヶ月
WEB会議・メール
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≪参考資料≫使用するファシリテーションツール

Howtoオフサイトミーティング＜サンプル版＞

はじめよう！オフサイトミーティング＜意味・目的編＞

書籍・ハンドブック
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≪参考資料≫合宿スケジュール例


